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〔〕1 自信を持っ
て授業を変えるための

アクション・リサーチ

コミュニカティブな授業への移行を考えながらも

入試に対応できるのかと問われ立ち止まる。

和田淳先生は、そんな葛藤を乗り越えようと、

授業改革の後ろ盾となる理論を求めるうちに

アクション・リサーチにたどり着きました。

見よう見まねで、CLT型授業の成功事例を

コピーすることから始め、振り返りと改善を

繰り返すうちに、自信を持って

授業を進められるようになったといいます。

取材・文_古賀亜未子 (エ スクリプト)

袢颯瑯鼈彦轟融ざ

量翔惧楊瘍鰺了鰺薇

教室の前に大きく表示されたタ

イマーが時間終了を告げるたびに、

席を移動し、ペアを替えて会話を繰

り返す生徒たち。教室のところどこ

ろから、釈 ea‖ y?"“ Me,too"な ど

と、自然な相づちが聞こえてくる。

「最初は会話活動をさせても、教

科書の表現を暗記して話す生徒ば

かりで、うまくいきませんでした」

静岡県立清流館高校で「英語コミ

ュニケーションⅢ」の授業を担当す

る和田淳先生はこう話す。実はこの

授業、和田先生がアクション・リサ

ーチの手法を取 り入れながら、レ

ッスンプランを考え、実践している

もので、名古屋外国語大学大学院

丁ESOLコ ースのワークショップで、

議論を繰り返してきたものだ。

生徒たちはただ会話を繰り返す

和田 淳先生
静岡県立清流館高等学校 教諭

大学卒業後、静岡県公立高校教諭と

して勤務。自身の授業の進め方に疑

間を感じ、2016年科目等履修生とし

て名古屋外国語大学のTESOLコース

を受講。翌年大学院入学。週末に通

学し、現在は修士課程在籍中。

のではなく、ペア同士で、あるいは

ペアの会話を他のペアが見るスタ

イルで発話を評価し合い、ワークシ

ートに記載していく。その後それぞ

れが発話と同じ内容で英文ライティ

ングをし、他の生徒が読んで感想を

書いていく。スピーキング、ライテ

ィングの 2技能で、ルーブリックを

使用し、相互評価を繰り返す授業だ。

教師になって以来、自身が英語を

教えられたスタイルそのままに、文

法指導中心の授業をしてきたという

和田先生。CL丁型の授業導入は「全

てを壊す」感覚だったと言う。

「社会の流れとしても、自身の課

題としても、授業の型をリセットし、

変える必要性は感じていました。し

かし入試への不安が拭えず、よりど

ころとなる理論を求めて大学院に通

うようになったのです」

そこで出合ったのがアクション・

リサーチだった。

「まずは成果を出している実践を

そのまままねすることから始めまし

た。後ろ盾となるしっかりしたリサ

ーチがあったことで自信を持って方

向性を決めることができたのです」

和田先生は「生徒のコミュニケー

ションカを生徒同士のインタラクシ

ョンを通じて伸ばしていくこと」を

目標に掲げ、大学院の実践報告にあ

るCL丁型授業の成功事例を取り入

れた。授業の仕方、使用教材に至る

まで、ほぼ完全コピーだったという。

貪烙綽颯輪u● 毅

瞭塁飩鰺枡炒警

アクション・リサーチの手法では

必ず実践を振り返り、修正につなげ

る。和田先生は、学期半ばから早速

授業アンケートや生徒へのヒアリン

グを行い生徒の声を拾っていった。

すると意外な課題が見つかった。
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特集 :課題と成果を次年度につなぐアクション・ リサーチ

口名古屋外国語大学大学

院TESOLコ ースのワーク
ショップでの議論の様子

2議論の後に他の受講生
から得たコメントも実践に

生かす

口話す活動でも書く活動で

も必ず時間を意識させる

●会話活動で、ペアの会話

をもう一組のペアが評価

ロアクション・リサーチで

改良を重ねたルーブリック

掲載のワークシート

「自分としては会話の機会が増え

ればそれでいいと思っていました

が、生徒から『英語が得意な子との

ペア活動は意味があるけど、不得意

な子とのペア活動は無意味だと感じ

る』という意見が上がったんです」

早速この課題をワークショップに

持ち込んだところ、他の受講生から

生徒同士でチェックし合う「ルーブ

リック」を使えば、日標が明確にな

るのではないかという助言を得た。

「すぐにルーブリックを取り入れ

たのですが、評価項目が難し過ぎ

て、生徒の負担になってしまいまし

た。そこで次のワークショップで、

ワークシートに入れる評価項目とそ

の記載方法を見直し、今の形になっ

たのです。Conversation strate9y

(相づちや聞き返すなどの会話を円

滑に進めるための戦略)を使えてい

るかどうかをチェック方式で評価す

ることとし、できないことにはフォ

―カスさせないことが特徴です」

変更後の授業アンケー トでは、

多くの生徒が「誰が評価しても一定

の数値が出た」と回答。課題に対し、

良い修正ができたと笑顔を見せる。

豊畿楊颯眩颯趾蜀

趙疵璧眈瑯畿

授業改善の取り組みは 3年目を

迎え、生徒たちにもはっきりとした

変化が見られるようになった。

「以前の生徒たちは、テストの点

ばかりに気を取られ、単語や文法

の暗記に躍起になっていましたが、

今はそんな姿はありません。話すこ

と・書くことの大切さ、特に、意味

を持ったやりとりを行う重要性への

理解が浸透したと言えるでしょう」

和田先生が感じている「アクショ

ン・リサーチを取り入れる際のポイ

ント」は、①記録を残すこと、②仮

説を立てること、③経験者の助言

を聞くことだという。

「自分の感覚に頼るのではなく、

データとリサーチに基づく手法なの

で、負担はかかります。だからこそ

成功事例のまねから始めるのがお薦

めです。当然生徒の力も:[彙境も違う

ので、同じようには進められないと

いうことが出てきます。そのときに

目の前の生徒の反応を見ながらアレ

ンジを加えていけばいい。これが授

業改善の一番の近道だと思います」

アクション・リサーチそのものは

一つの手法にすぎない。しかし、そ

の手法を使うことで、無理なく、そ

して自信を持ってC LT型授業の実践

に挑めると言うことはできそうだ。

和田先生が挙げるポイントはも

う一つ、④楽しむこと。

「やってみて駄目だったことも含

めて、生徒や自分自身の変化を楽し

みながら挑戦してみてください」
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02
授業と評価は表裏一体です。

コミュニケーション能力を測るテストが

実施されなければ、授業は変わりません。

奥田紀子先生は、CLTの考えを同僚の先生と共有し、

学年全体でパフォーマンス・テストを導入。

アクション・リサーチの手法を取り入れながら

コミュニカティブな文法指導に取り組みました。

生徒の感想や教師同士の対話を「課題発見と修正の

ヒント」として、たゆみない授業改善が続きます。

取材・文_田中洋子

趨ミュニケーション手段

通して文法を教える

学習指導要領で「オーラル・コミ

ュニケーション I」 が「英語表現 I」

に変わったのを機に、奥田紀子先

生は「コミュニカティブな文法指導」

を実践しようと決意した。生徒がコ

ミュニケーションの手段として、習

った文法を使えるようにしたいと、

前々から思っていたのだ。

言語習得の自然なプロセスに従っ

て、インプットの活動とアウトプッ

トの活動を取り入れたい。パフォー

マンス・テストも行いたい。英語を

話す力、書く力は、実際に話したり

書いたりしないと測れないからだ。

「授業でいくらコミュニケーショ

ン活動を行っても、試験が文法の

選択問題ばかりでは、習った文法

を使ってアウトプットする力が、ど

の程度身に付いたかは、分かりませ

●

奥田紀子先生
愛知県立天白高等学校 教諭

大学卒業後、愛知県公立高校教諭

として勤務。名古屋外国語大学大

学院TESOLコ ース修了。前任の
愛知県立豊田東高等学校ではアク

ション・リサーチの手法を用いて、
「英語表現 I」 の授業にパフォーマ

ンス・テストを導入。2014年より

現職。

パフォーマンス テストの導入と
アクション・リサーチ

ん。どうしてもパフォーマンス・テ

ストが必要だと思いました」

パフォーマンス・テストは、テス

トである以上、学年全体でやる必要

がある。そこで「英語表現 I」 を担

当する他の6名の先生に相談したと

ころ、幸いにも全員で授業改善に

取り組もうと意見が一致した。

目標達成への道筋を整理する上

では、名古屋外国語大学大学院の

TESOLコ ースで学んだ、アクショ

ン・リサーチが役立った。アクショ

ン・リサーチはPDCAサ イクルを

具体的に回していく手法だ。まず年

度初頭に教師間で目標を共有。日

常的に話し合って現状分析と課題

を明確にしながら、次の計画を立て、

授業の実践をもとにさらに改善して

いく。これにより個々の活動の意味

やつながりが理解しやすくなり、先

生同士のコミュニケーションも活発

になった。こうして最終的に、全ク

ラスが同じワークシートを使い、同

じアクティビティを実践し、同じ内

容を理解した上 で、パフォーマン

ス・テストを受ける体制が整った。

テス肝後の『熾りなり』も

ARのプ難鬱ス

奥田先生たちの授業では、まず

教科書にある文法項目に即したイ

ンプット活動を行う。その単元のト

ピックが「旅行」なら、初めに旅行

に関する会話を聞き、ポイントと

なる文法事項が含まれた英文の意

味を自然な形で導入する。その後、

英文の形 (フ ォーム)に 注目させ、

新出文法の意味と形に気付かせる。

その上で、カートを使ったペアでの

会話練習を慢り返し、最終的には

生徒菫身のモ譲をもとに、旅行に関

する会≡=て
きるょうにする。

天きな■I.ま、授業で何度も練
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そのとき

特集 :課題と成果を次年度につなぐアクション・ リサーチ

田Conversation Strategyは継続して指導。3学期にはFollow―up questionの

指導をし、話し手に聞く質問を自分たちで考えさせた

囲Travel Task Cardsを 使用し、カードの内容で旅行の会話表現を練習

口担当教師6名 で知恵を出し合って作ったシラバス、ワークシートなどは冊子

にまとめて保存し、次年度以降の活動につなげたほか、ジャバンライム発行の

DVD『 アクション・リサーチから学ぶ英語教授法シリーズ 英語授業を変える
パフォーマンス・テスト【第2巻】高等学校におけるパフォーマンス・テストの実

践』で模擬授業も交え、具体的に紹介している

英 語 表 現

授 業実 ,気 まとめ

は、アクション・リサーチにおける

Reflectionに 当たる。これをもと

に、生徒自身が自分の改善点、目標

を考えて学習に臨むのだ。アクショ

ン・リサーチではこのように、指導

する側の教師だけでなく、授業を受

ける側の生徒も、共に授業改善に向

けたサイクルを動かすことになる。

艦振りはり機がなぴ篭濃鰺燿

ことができ、教師の授業も、生徒の

学びも、継続して深まっていく。そ

れがアクション・リサーチの前向き

なスパイラルだと思います」

奥田先生は、アクション・リサー

チのために集めた生徒の声を、他の

先生たちと共有し、話し合いの中で

現状を分析し、課題を明確にしてか

ら次の計画をするという流れで、授

業実践と改善を繰り返していった。

「アクション・リサーチは、まっ

たく難しいものではありません。い

くつかのプロセスをたどって少しず

つできることを続けるうちに、授業

が変わり、自分も変わります。私の

場合、一緒にやってくれる同僚に

恵まれたこともあり、何より仕事が

楽しくなりました。学校としてこう

した取り組みを続けていけば、ノヽン

ドアウトや教材も年々改良され、ど

んどん授業が良くなっていくだろう

と、楽しみに思っています」
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03 学校全体で継続的に取り組むアクション・リサーチ

主体的・対話的で深い学びの実現を目指す上では、

カリキュラム・マネジメント、

つまり学校全体として、教科や学年を超えた

組織運営の改善を図ることも重要な鍵となります。

そこでご紹介するのが、平野充先生が

前任校で取り組んだ授業改善プロジェクトです。

アクション・リサーチの手法を導入し、

組織的に行った改革は、生徒や同僚の先生方に

どのような変化をもたらしたのでしょうか?

取材・文_仲藤里美

畿邊菫卜で輸旗った

機眈改革プ贔ジ鷹クト

「正直なところ大変でしたが、そ

れだけの成果があったと思います」

そう振り返るのは、現在は神奈

川県の横浜国際高等学校で教壇に

立つ平野充先生。2009年からの3

年間、前任校である岐阜県立各務

原高等学校で、アクション・リサー

チの手法を取 り入れ、 4技能の統

合的な育成を目指す英語の授業改

革プロジ■クトに取り組んだ。

初任校での勤務時代、教師とし

ての力不足を実感し、名古屋外国語

大学大学院に入学。佐藤一嘉先生

の下で英語教授法を学び、丁ESOL

を取得した。その後各務原高校に

異動となり、英語科で前年から始

まっていた授業改革プロジェクトに

参加。「当時の各務原高校の校長先

生が、もともと英語教員だった方

平野 充先生
神奈川県立横浜国際高等学校 教諭

大学卒業後、青年海外協力隊員およ

び2002FIFA公 式通訳を経て岐阜県

公立高校教諭となる。勤務の傍ら、

名古屋外国語大学大学院のTESOL
コースに通い、修士・専修免許を取

得。その後、岐阜県立各務原高等学

校で授業改善ブロジェクトに取り組

む。2013年より現職。

で。その主導の下でプロジェクトが

進行中だったのです」と平野先生は

言つ0

当時、同校英語科には丁ESOLを

取得した教員が平野先生を含め 3

人勤務していた。そこで、その3人

をチームリーダーに、英語科に三つ

のチームを編成。各学年のプロジ

ェクトを担当していく形を取った。

リーダーとして最も苦労したの

は、チームの先生方にプロジェクト

の意義や意味をどう伝え、納得して

取り組んでもらうかだったという。

「プロジェクトを進める上で、従

来よりも大幅に業務量が増え、教

師の負担は大きくなりました。当然、

『そこまでやる必要があるのか』と

いう反発の声もありました」

週に1回はチーム会議を開き、「こ

の仕掛けは効果があったのか」「こ

のテーマはもっと時間をかけて学ば

せた方がいいのではないか」など、

週の授業の進め方を細かく振り返

って検証。場合によってはその内容

を反映し、翌週の配布物などを作り

直したりする必要もあった。

「さらに、例えばスピーキングテ

ストでは共通のルーブリックを使用

し、生徒同士の対話の様子をビデ

オに撮り、指定したConversation

strategyを使っているか、何回使

ったかなどを細かくチェックするの

で、評価には生徒 1人当たり最低 15

分はかかります。ライティングの赤

入れなども生徒一人一人のレベル

に合わせて細かく行っていましたか

ら、早朝や深夜の時間を使わざる

を得ないこともありました」

陪鰺‡こ嚢れた盈ねた炒蜀屹亀

それでも、さまざまな取り組みを

重ねるうちに、授業改革プロジェク

トの効果は明確な形で表れ始めた。

70



蟻鰻彎鸞響管警響轡臨鑢睦

いながら、毎回異なるペアと話す。

「最初はほとんどの生徒があいさ

つ程度しか話せませんでしたが、相

手の言ったことを繰り返した後、相

づち、突っ込み質問などのやりとり

を重ねるうちに、ちょっと違う表現を

試したりする生徒が増えてきて。英

語表現がしっかりと身に付いていく

のが分かりました。途中からは、私

が質問を 3つ黒板に書くや否やペ

アで話し始めるようになりました」

そうした生徒たちの変化が評判に

なり、他校の先生方が、しばしば授

業見学に訪れるように。同時に、成

果を実感したことで、プロジェクト

に理解を示し、主体的に取り組むよ

うになった先生も多かったという。

麒靱のポイ≫卜は、

童絞鑽ま通瞳薇覆広げること

特集 :課題と成果を次年度につなぐアクション・ リサーチ

各務原高校での実践については、田複数の学会で発表した

ほか、2ジャバンライム発行のDVD『アクション・リサーチ
から学ぶ英語教授法シリーズ スキル・インテグレーション
(4技能の統合)』 で模擬授業を交え具体的に紹介している

日現任校では、4～ 6人のグループで、役割分担をしなが

ら本を読む「READING CIRCLE」 を実践中。各自で役割に

応じて読み、記入したワークシートを授業に持ち寄り話し合

う。グループ内で毎回役割を変えながら一冊の本を読み切

る活動だ
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生徒たちの変化である。

例えば、リーディングの能力を伸

ばすために始めた「多読」の取り組

み。英語の書籍を新たに約 2000冊

購入し、使用していない教室を多

読部屋として改造した。

「本の英語レベルは幅広くそろえ、

1ページに 1文 しかないような超初

級の本も加えました。すると、『こ

れなら分かる、面白い』と英語が苦

手だったはずの生徒も多読に集中す

るようになり、本を貸してほしいと

来るようになったんです。それを見

た担任が『あの生徒が英語の本を ?』

と驚いていたこともありました」

また、特に力を入れたのは、生

徒に「英語でアウトプットする」体

験を積ませるための仕掛けづくり。

毎回の授業の最初に「スモールトー

ク」と称する時間を設けた。授業に

関するトピックについて3つ質問を

挙げ、Conversation strategyを イ吏

ェクトを推進し、結果を出すことが

できたのはなぜか。平野先生は「予

算を確保するという点では、やはり

校長のリーダーシップがあったこと

は大きかった。でも、最も重要な鍵

になったのは、英語科以外を含む

全教員とのコラボレーションだった

と思います」と振り返る。

複数の教室を使ってスピーキン

グテストを行ったり、生徒の作成し

たエッセーを教室や廊下に張り出し

たり。そうした、英語の授業だけに

収まらない取り組みをスムーズに進

めるには、プロジェクト担当ではな

い教員たちの理解も不可欠だった。

まずは校内全体にプロジェクトの

認知度を高め、全教員にその意図

を理解してもらうこと。今後、同様

の取り組みを進める場合にも、最も

重要なポイントになるのではないか

―
。それが、プロジェクトを振り

返っての平野先生の実感だという。3年間にわたり、全校的にプロジ
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